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不飽和脂肪酸の摂取と運動トレーニングの併用が、有酸素能力の増加に有用である
と実証された
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本論文は水中運動による有酸素トレーニングでは最大酸
素摂取量は変化がなかったが、ドコサヘキサエンとイコサペ
ンタエンを含む不飽和脂肪酸の摂取介入を加えて水中運動
トレーニングを行うことにより、赤血球の不飽和脂肪酸の
増加を伴って最大酸素摂取量が増したことを示した論文で
す。この効果は不飽和脂肪酸のみでは血漿の不飽和脂肪酸
の含有量が増すが、赤血球の含有量は変化せず、運動トレ
ーニングを加えることにより赤血球の不飽和脂肪酸の含有
量が増すことを示しています。即ち、不飽和脂肪酸の運動
トレーニングの併用が有酸素能力の増加に有用であること
を実証した初めての論文です。
この結果は一般の健常人だけでなく、近年増加しつつあ
る高脂血症や肥満を伴うメタボリック症候群の運動療法と
して、今後広く利用できることが示唆され､社会的にも意義
のある論文として評価できます。
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